
●
60
歳
で
エ
ル
ダ
ー
出
向
で
警
備
会
社

へ
出
向
し
て
い
る
組
合
員
は
毎
月
も
の

す
ご
い
超
勤
が
発
生
し
て
い
る
。

エ
ル
ダ
ー
出
向
会
社
の
実
態
に
つ
い

て
説
明
し
て
欲
し
い
と
支
社
へ
訴
え
た
。

若
い
車
掌
が
退
職
す
る

「
ト
キ
て
つ
」
へ
出
向
し
て
い
る
。

ダ
イ
改
か
ら
車
掌
行
路
に
リ
ネ
ン
の
作

業
が
あ
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｓ
か
ら
直
営
に
戻
し

た
。
労
働
時
間
の
見
直
し
も
あ
っ
た
。

若
い
車
掌
が
今
ま
で
に
８
人
退
職
し

た
。
ボ
ー
ナ
ス
は
悪
く
1.1
ヵ
月
分
で
業

務
手
当
が
少
し
出
る
が
数
千
円
だ
。
厳

し
い
労
働
条
件
で
辞
め
て
い
く
。
エ
ル

ダ
ー
出
向
者
は
今
ま
で
ど
お
り
だ
。

ト
キ
て
つ
は
差
別
が
無
い

「
ト
キ
て
つ
」
で
は
差
別
が
無
い
。
教

導
員
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。
JR
で
は
あ

り
え
な
い
。
JR
の
指
導
助
役
は
主
任
で

な
い
の
に
教
導
を
つ
け
る
の
は
ど
う
か

と
言
っ
て
い
る
。

分
会
活
動
〜
２
月
に
旗
開
き
を
開
催
し

た
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
物
販
を
取
り
組
ん
だ
。
メ
ー
デ
ー

の
参
加
、
国
労
長
野
支
部
と
交
流
、
竹
の

子
取
り
な
ど
取
り
組
ん
だ
。

貨
物
協
全
員
集
会
を
開
催

●
貨
物
協
議
会
は
、
現
在
16
名
の
組
織

で
60
歳
以
上
が
９
名
で
３
名
が
退
職
す

る
。
勝
山
議
長
も
今
年
度
退
職
す
る
。

10
月
６
日
に
全
員
集
会
を
開
催
し
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

貨
物
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
３
０
０
円
・

55
歳
以
上
は
71
％
に
な
る
。
厳
し
い
賃

金
体
系
だ
。

必
ず
大
事
故
が
発
生
す
る

●
職
場
は
合
理
化
で
７
月
は
大
変
な
状

況
だ
っ
た
。
７
月
１
日
メ
ン
テ
見
直
し

で
新
津
派
出
が
廃
止
、
閑
散
線
区
の
保

線
見
直
し
が
実
施
さ
れ
た
。

線
路
の
工
事
に
つ
い
て
基
準
値
ま
で

工
事
は
し
な
い
。
業
務
に
つ
い
て
は
丸

投
げ
さ
れ
た
。
移
行
時
期
、
検
査
が
ま

だ
途
中
な
の
で
現
場
は
混
乱
し
て
い
る
。

９
月
13
日
ま
で
検
査
・
工
事
計
画
が

立
っ
て
い
な
い
。

派
出
の
廃
止
で
業
務
な
ど
対
応
が
厳

し
い
。
い
ろ
い
ろ
な
検
査
や
一
斉
検
査

点
検
が
発
生
し
残
業
が
多
い
。
必
ず
重

大
事
故
が
発
生
す
る
と
現
場
で
言
っ
て

い
る
。

現
場
は
国
労
差
別
が
あ
る

現
場
の
実
態
〜
グ
リ
ー
ン
３
名
・
Ｊ

労
２
名
・
国
労
１
名
・
未
加
入
50
名
。

組
合
掲
示
板
は
外
へ
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

掲
示
板
が
あ
る
が
ル
ー
ル
が
あ
る
。
掲

示
物
は
承
認
が
必
要
だ
。
労
働
組
合
、

政
治
、
宗
教
は
駄
目
だ
。
職
場
の
慰
労

会
の
出
席
は
Ｊ
労
、
国
労
は
不
可
。

職
場
主
催
の
た
め
だ
。
掲
示
板
に
は

慰
労
会
の
写
真
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

２
０
０
５
年
、
国
労
は
一
括
和
解
し

た
が
、
現
在
も
会
社
は
国
労
に
対
し
て

同
様
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。
現
場
で

は
国
労
差
別
が
あ
る
。

●
労
働
組
合
員
は
社
友
会
に
入
れ
な
い

の
か
。
入
れ
な
い
こ
と
は
新
た
な
差
別

が
始
ま
っ
た
こ
と
だ
。
不
当
労
働
行
為

だ
。

●
社
友
会
は
ど
う
い
う
組
織
な
の
か
。

●
乗
務
員
の
勤
務
制
度
が
変
わ
っ
た
。

閑
散
線
区
で
は
手
当
が
下
が
る
。
勾
配

線
区
、
冬
季
期
間
な
ど
注
視
し
て
き
た
。

●
新
津
運
輸
区
で
は
女
性
用
の
宿
泊
施

設
が
で
き
る
。
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●
乗
務
員
勤
務
制
度
に
つ
い
て
〜
要
求
を

上
げ
る
。
本
社
交
渉
で
賃
下
げ
を
指
摘
し

た
。
会
社
は
総
枠
上
が
る
と
回
答
し
て
い

る
。手

当
が
下
が
る
こ
と
に
つ
い
て
実
態
を

調
査
す
る
。
ダ
イ
改
時
で
交
渉
の
と
き
の

検
討
課
題
と
し
て
い
く
。

●
本
体
エ
ル
ダ
ー
の
賃
金
問
題
〜
同
一
労

働
・
同
一
賃
金
に
つ
い
て
ど
う
か
。
労
基

法
な
ど
か
ら
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

●
短
日
勤
務
つ
い
て
の
無
給
の
４
日
間
は

会
社
が
指
定
す
る
こ
と
は
ど
う
な
の
か
。

希
望
日
を
要
求
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

●
社
友
会
は
各
地
方
で
発
生
し
て
い
る
。

変
革
２
０
２
７
〜
ど
ん
な
問
題
が
あ
る
の

か
議
論
し
て
い
く
。

●
組
織
拡
大
〜
ト
キ
め
き
出
向
者
の
分
会

活
動
は
素
晴
ら
し
い
。
職
場
で
そ
れ
ぞ
れ

で
き
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

●
地
本
定
期
大
会
の
特
集
を
３
号
に
わ
た
っ

て
編
集
し
ま
し
た
。
大
会
で
の
代
議
員
・

職
協
代
表
者
の
方
々
の
発
言
を
す
べ
て
記

載
し
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
い
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
本
執
行
委
員
会
は
、
新
し
い
体
制
が

確
立
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
く
執
行
委
員
に

長
谷
川
正
志
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

地
本
執
行
委
員
会
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
り
ま
す
が
地
本
執
行
委
員
会
は

せ
い
い
っ
ぱ
い
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
10
月
に
入
り
ま
し
た
。
夏
か
ら
秋
に
変

わ
り
、
こ
れ
か
ら
す
こ
し
づ
つ
寒
く
な
っ

て
い
き
ま
す
ね
。

今
年
の
冬
は
、
ど
の
く
ら
い
雪
が
降
る

の
で
し
ょ
う
か
。
寒
く
な
っ
て
い
き
ま
す

が
身
体
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
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●駅など安全に関すること

現状は不安全な実態だ。新潟駅ホームな

ど常時社員を配置するよう要求していく。

会社は乗客にも非常時などお願いしているが、転落事故が発生しているの

でホーム要員は必要だ。

●冬季の問題

１月１１日以降、少しの雪でも列車が止まった。東日本は雪は雪害では

無く異常時だと言っている。

●職場代表選挙

地本は、取り組みはできなかった。３６協定について議論してこなかっ

た。来年は対応していく。

●公共交通を守る闘い

自然災害があって、復旧・復興に莫大な費用がかかるため各ＪＲは沿線

自治体へ上下分離方式が提案されている。只見線は復旧後、開通してから

地元負担が多くなる。毎年、２億１千万円になる。他の地域についても公

共交通を守る闘いを進める。

●ダイ改ごとに直江津から新潟への直通列車が無くなる。料金も高くなっ

ている（しらゆき）。通学など利用者の実態調査を取り組んでいく。

●組織拡大

直江津のトキめき・出向者の取り組みは素晴らしい。組対会議で意思統

一し具体的な行動に移していく。分代と組対を開催し取り組んでいく。

●中越事務所問題

議論してきたが具体的に進んでいない。早急に進めていく。

○財政問題～経費節減で、１１月１７日退職者激励会、１月の旗開きの内

容について検討し経費をかけないようにしていく。

○組織拡大については組対費で対応していく。


